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基本的な感染防止対策の徹底について（依頼） 

 

各校・園におかれましては、熱中症事故の防止と新型コロナウイルス感染症の感染予防と

の両立に取り組んでいただきありがとうございます。 

さて、報道のとおり、東京都の新型コロナウイルス感染症の感染者数が激増しているとこ

ろですが、区内においても、多くの小・中学校で感染者数が増加している報告が入ってきて

います。感染経路や原因は明らかになっておりませんが、同一学級で複数の児童・生徒が感

染している状況があることから、感染力の強さは顕著です。 

夏季休業まで、登校・園日は残りわずかとなりましたが、熱中症事故の防止に留意する一

方で、改めて基本的な感染防止対策の徹底について取り組んでいただくようお願いします。 

 

記 

 

１ 学校生活におけるマスクの着用について  

 マスクの着用については、令和 4年 5月 30日付 4中教指第 1167号にて、以下の表のとお

りお伝えしました。しかし、感染力の強さが懸念されるため、特に太枠内の状況において、

会話を行う際は身体的距離が確実に保たれているか留意する、会話を行わない場面でも身体

的距離が近付いてしまう場合は距離を離す又はマスクの着用を促す、教室での換気など、感

染対策の徹底をお願いします。また、授業時間のみならず、登下校の時間、休み時間、給食

の準備時間、清掃の時間などにおいても、同様に注意喚起をお願いします。 

 

２ 夏季休業中の感染防止対策の例  

（１）夏季プール・補充学習について 

  ・更衣室や会場となる教室を複数設けることで、密になる状況を避ける。 

（２）部活動について 

・マスクを外す場面では、大声を出すことや、近距離での発声や会話は控える。 

・ミーティングや更衣室等ではマスクの着用を含めた感染対策を徹底する。 
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